
第１２号 神埼市立西郷小学校 学校だより 文責 校長 遠藤浩幸 令和３年７月２０日

～学び 愛し 翔る 西郷小～

お陰様で大きな事故等もなく子供達は１学期 ７月の全校朝会であいさつについて話をし

を元気に過ごすことができました。子供達は４ ました。年間を通してあいさつについては指

月から気分も新たに自分の目標に向かって学習 導を行っているところです。「あ・い・さ・つ」

や生活をがんばることができました。 で以下のような合い言葉があります。

・しっかり勉強します。 あ・・・「明るく」、い・・・「いつでも」

・友だちと仲良くします。 さ・・・「さきに」、つ・・・「つづける」

・明るくあいさつをします。 これらはとても大切なことだと思いますが、

この誓いを基に子供達はよくがんばったと思い 特に私は「さきに」ということを子供達に伝

ます。今日配られている通知表を基にお子様の えました。子供達が自分からさきにあいさつ

がんばりをほめてもらい、２学期への励みにし ができるようになったらみんなが楽しく生活

ていただきたいと思います。１学期の間、保護 することができると思います。ご家庭では、

者様にはたくさんのお願いをしてきました。本 いかがでしょうか。

当にご協力ありがとうございました。２学期も ２学期からは、さらにあいさついっぱいの

どうぞよろしくお願いいたします。 西郷小学校にしていきたいと考えています。

７月５日から各学年水泳大会を行いました。子供達は水泳の学習で身に付けた

力を精一杯発揮していました。「去年の自分をこえる」ことを目標に子供達はよ

くがんばっていたと思います。お忙しい中また天候の悪い中、参観に来てくださ

った保護者様ありがとうございました。

７月７日（水）に平和集会を行いました。運営集会委員の子供達が計画･準備等を行いました。準備等

大変だったと思いますが、進行やお話を上手に行ってくれたので、全校の子供達もしっかり学習を行う

ことができました。また、お話宝箱の皆さんからは「おこりじぞう」の読み聞かせを行ってもらいまし

た。何度も練習してもらったそうで、効果音などの工夫もされ素晴らしい読み語りに子供達はお話の世

界に浸っていました。こ

れを機会に平和の尊さを

理解し、１人１人が思い

やりの心をもって行動す

ることの大切さを知って

ほしいと思います。

７月14日（水）に佐賀県立博物館･美術館の企画で４枚の絵を西郷小に持って来てくださいました。今

回、５年生と６年生が岡田三郎助（佐賀県出身）・黒田清輝（鹿児島県出身）の４作品を学芸員の方か

ら説明を受け、通常ではできない距離から作品をじっくり見ることができました。運搬業務をされてい

る日通の方からは、とても大切

な作品を扱うにあたって留意し

ていることも聞くことができま

した。普段なかなか目にするこ

とができない作品に子供達は興

味津々でした。

※ 今回は裏面に「いじめをなくそう！ご家庭での取組②」を掲載しています。ご覧ください。

西郷富士 パソコン・
スマホ等で
ご覧いただ
けます

１学期、ご協力
ありがとうございました！！

自分からあいさつが
できる子どもに！！

がんばりました！水泳大会

ミュージアムキャラバン！すごい絵がやってきた！

平和集会 自分ができることを考えよう！！



アンケートでたくさんの貴重な意見をいただきましたので前回に引き続き紹介したいと思いま

す。（内容を簡潔にして表記しています）

・相手の気持ちに立って考えることを常に話している。
・自分が思っていることはきちんと言葉で伝えて、解決できない場合は先生に相談するように話し
ている。

・何かあったときには家族や先生に話すことや言葉遣いには気を付けることを話している。
・自分が悪いことをしたら友達にすぐにあやまるように話している。

・人の嫌なことを言うのではなく、よいところを伝えるように話している。

・日頃からいじめについて話題にしている。何もせず見て見ぬふりをすることは、いじめをしてい

るのと同じだということを伝えている。

・いじめに関するドラマやその他の番組を見たときは、よく内容について話をするようにしている。

・今日１日の出来事の話（友達のこと、学校のことなど）を聞くようにしている。変化を見逃さな

いようにしている。

・相手の立場に立って行動や会話をし、誤解されるようなこともしないよう話している。

・きょうだいげんかをした時でも今のは使ってよい言葉だったのか、自分が言われたら、されたら

どんな気持ちか聞くようにしている。

・クラスのみんなと積極的に遊ぶ、友達に嫌な思いをさせたら素直に謝るように指導している。

・友達に対する言葉掛けの仕方、気まずくなったときやけんかに発展してしまった時の解決方法な

どを日常の会話に取り入れている。

・いじめにあっても相談をしてくれるように「いつでもあなたの味方だよ」と伝えたことがある。

表情が暗いときは何かあったのか聞いている。

・絵本の読み聞かせをしながら「この子はどんな気持ち？」など対話をして人の気持ちを考える習

慣をつけている。

・親の体験談を話して、いじめたり、いじめられたりする経験は隣り合わせだということを感じさ

せている。

今回、ご家庭での取組を聞かせてもらい、各ご家庭で子供達の健やかな成長のために素晴ら

しい取組やお話をされていることを再確認させてもらいました。今後ともお子さんの様子で気

になられるようなことがありましたら遠慮なさらずにご相談ください。何事も未然防止と早期

発見・早期解決が大切であると考えています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。ご

協力ありがとうございました。

いじめをなくそう！ご家庭での取組②




